
  

 

 

 

 

 

 

報道関係者 各位 

 

 

 

 

令和７年の転倒災害防止壁新聞とポスターについて 
 

秋田労働局（局長 山本 博之）は、職場における転倒災害を減少させるため、令和７年の転

倒防止壁新聞と転倒防止ポスターを作成し、県内の事業場や関係者団体等及び市町村に対して

周知等行うこととしました。 

報道機関の皆様には、転倒災害防止に向けた取組について、関係者をはじめ県民に広く浸透

するよう、取材・報道をお願いします。 

 

Ⅰ 令和７年 転倒防止壁新聞と転倒防止ポスター 

 

     令和７年 転倒防止壁新聞       令和７年 転倒防止ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Press Release 

 

令和７年10月31日 
【照会先】 
秋田労働局労働基準部健康安全課 
課          長     田 川 健 志 
産業安全専門官     千 葉 知 幸 

（電話） ０１８－８６２－６６８３ 



  

 

秋田県内において発生している労働災害のうち、事故の型別で最も多いのが転倒災害となっ

ております。 

秋田労働局では平成 24 年から毎年転倒災害防止プロジェクトチーム会議を開催し、会議で

は、その年の活動内容を取り決めており、今年の活動の一つとして転倒防止壁新聞と転倒防止

ポスターの作成を行うこととしました。 

壁新聞のテーマとして、今年は高年齢労働者に対する労働災害防止対策に関する法律の改正

があり、中でも転倒防止対策への取組強化が示されていることから、改正される法律の要旨や

転倒防止のソフト面対策としてストレッチの実施に関する記事を掲載いたしました。 

ポスターについては、転倒災害防止の取組を①整理②整頓③清掃④照明⑤ストレッチとし、

それぞれ取組内容をローマ字表記にした時の頭文字である「S」により、転倒防止の５S 対策

として実施を図るものです。 

  

Ⅱ 今後の活動内容 

1.  秋田労働局作成による令和 7 年版の転倒災害防止ポスター・転倒防止壁新聞、転倒

災害防止チラシを作成し、県内の多店舗小売業者や社会福祉施設に対する店舗や施設内

への掲示依頼（1,300 枚）、労働災害防止団体や商工団体の会員、秋田県、県内市町

村に対する関係施設への掲示や設置依頼（3,200 枚）及び労働局・県内各労働基準監

督署において実施する会議や講習会等で配布（1,500 枚） 

2.  県内各市町村の広報誌への「転倒災害防止」に関する記事の掲載依頼及び労働災害防

止団体等の発行する機関紙、広報誌等への掲載依頼 

3.  周知広報活動として、秋田労働局ＹｏｕＴｕｂｅショート動画による発信、 Ⅹ（旧

Twitter）での発信、秋田労働局ホームページに上記取組の掲載 

4.  冬期間にける低温注意報発令時の転倒防止への呼びかけ 

 

◎関係資料 

 資料１ 令和７年 転倒防止壁新聞 

 資料２ 令和７年 転倒防止ポスター 

 資料３ 令和７年 転倒防止チラシ 

 資料４ 転倒災害発生状況 

 

 



秋田労働局　転倒防止新聞 令和７年版

転
倒
防
止
新
聞

少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
多
様
な
人
材
が

安
全
に
、
か
つ
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
高
年
齢
労

働
者
の
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
取
組
の
強

化
等
の
措
置
に
つ
い
て
、
労
働
安
全
衛
生
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
本
年
５
月
１
４

日
に
公
布
さ
れ
、
令
和
８
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
ま
す
（
労
働
安
全
衛
生
法
第
６
２
条

の
２
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
）
。 

こ
れ
に
よ
り
、
事
業
者
は
、
高
年
齢
労
働

者
の
労
働
災
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
高
年

齢
労
働
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
作
業
環
境
の

改
善
、
作
業
の
管
理
そ
の
他
の
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
努
力
義
務
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。近

年
、
人
口
動
態
の
変
化
や
高
齢
者
の
健

康
状
態
の
向
上
を
背
景
に
、
事
業
場
に
お
け

る
高
年
齢
労
働
者
の
就
労
割
合
が
増
加
し
て

お
り
、
高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災
害
防
止
対

策
の
強
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
く
取
組
で
準
備

そ
の
労
働
災
害
防
止
対
策
の
重
点
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
の
が
労
働
者
の
作
業
行
動
に
起

因
し
た
労
働
災
害
で
あ
り
、
転
倒
災
害
防
止

対
策
や
腰
痛
災
害
防
止
対
策
に
な
り
ま
す
。

特
に
転
倒
災
害
に
つ
い
て
は
、
事
業
場
と

し
て
画
一
的
な
対
応
で
は
な
く
、
加
齢
に
よ

る
身
体
機
能
の
低
下
を
個
人
差
の
大
き
い
現

象
と
し
て
捉
え
、
各
労
働
者
の
運
動
適
正
を

把
握
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
作
業
配
置
を

実
施
す
る
と
い
っ
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
も

重
要
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
高
年
齢
労
働
者
が
安
全
に
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
は
、
人
材
確
保
の
観

点
か
ら
も
重
要
な
経
営
課
題
に
な
る
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。
令
和
８
年
４
月
１
日
の
施
行
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～ながらスマホ禁止の巻

自
身
で
筋
力
の
簡
単
チ
ェ
ッ
ク

編

集

後

記

令
和
７
年
の
転
倒
防
止
新
聞
は
改
正
安
衛
法
の

内
容
を
中
心
に
、
転
倒
防
止
対
策
の
ソ
フ
ト
面
対
策

を
特
集
し
ま
し
た
。
同
時
作
成
の
転
倒
防
止
ポ
ス

タ
ー
は
「
転
倒
防
止
の
５
Ｓ
」
が
テ
ー
マ
。
ど
っ
ち

も
使
っ
て
ね
。
（
健
康
安
全
課
）

転
倒
災
害
防
止
個
別
訪
問
支
援
の
活
用

～
ハ
ー
ド
面
の
対
策
は
浸
透
中
～

こ
の
よ
う
な
法
改
正
が
行
わ
れ
る
一
方
、
事

業
場
に
お
け
る
転
倒
災
害
防
止
の
設
備
改
善
や

作
業
環
境
改
善
に
つ
い
て
は
一
定
の
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
「
つ
ま
ず
き
に

よ
る
転
倒
を
防
止
す
る
た
め
の
段
差
の
解
消
」

「
暗
い
作
業
場
所
で
の
照
明
の
点
灯
」
「
ぬ
れ

や
す
い
場
所
へ
の
滑
り
止
め
マ
ッ
ト
の
設
置
」

「
注
意
喚
起
を
行
う
表
示
板
の
設
置
」
な
ど

ハ
ー
ド
面
で
の
対
策
を
工
夫
し
な
が
ら
、
事
業

場
に
適
し
た
対
策
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

～
ソ
フ
ト
面
の
対
策
が
遅
れ
が
ち
～

し
か
し
、
ハ
ー
ド
面
の
対
策
だ
け
で
は
転
倒

災
害
は
防
げ
ま
せ
ん
。
働
く
人
が
転
ん
で
も
ケ

ガ
を
し
に
く
い
体
づ
く
り
と
す
る
ソ
フ
ト
面
の

対
策
も
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
転
倒
防
止
に
効
果
的
な
筋

力
ア
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
の
方
法
な
ど
の
体
づ

く
り
と
な
る
と
、
専
門
的
知
識
が
不
十
分
な
こ

と
に
よ
り
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
施
な
ど
で
対
応
す

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し
て
秋
田
産
業
保
健
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
秋
田
県
理
学
療
法
士
会

の
協
力
の
も
と
、
個
別
に
理
学
療
法
士
を
派
遣

し
、
座
学
と
実
技
に
よ
る
転
倒
防
止
に
対
応
す

る
個
別
訪
問
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
社
内

研
修
や
安
全
週
間
・
労
働
衛
生
週
間
な
ど
の
社

内
行
事
の
時
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
効

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
予
防
に
も
効
果
あ
り
！

~県内企業の取組好事例~

転
倒
・
腰
痛
防
止
対
策
も
含
ま
れ
る

【エイジフレンドリーガイ

ドラインの概要】

事業者に求められる事項

１ 安全衛生管理体制の確立

２ 職場環境の改善

３ 高年齢労働者の健康や体

力の状況の把握

４ 高年齢労働者の健康や体

力の状況に応じた対応

５ 安全衛生教育

に
向
け
て
、
新
た
な
指
針
が
公
表
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
施
行
日
に
向
け
て
、
現
在
示

さ
れ
て
い
る
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
い
た
各
種
活
動
を
実
施
し
、
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

秋
田
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
連
絡
先

☎ 

０
１
８-

８
８
４-

７
７
７
１

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中

に
あ
る
「
体
力
の
状
況
の
把
握
」
で
客
観
的
に

自
身
の
体
力
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
転
倒
防
止

へ
の
促
し
や
適
正
配
置
の
資
料
と
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
労
働
者
自
身
で
行
う
こ
と

が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

貯水池

秋田県小売業+Safe協議会と

秋田県介護施設+Safe協議会

（事務局：秋田労働局）にお

いて作成した「転倒を防ぐ・

腰痛を防ぐ 秋田の企業が実

践している小売業・社会福祉

施設の取組好事例集」を公表

しています。

対策内容がカテゴリー別に

分けられ、取組事例に写真や

イラストを入れ、必要経費等

も掲載して分かりやすくして

おります。転倒災害防止対策

の参考にご活用ください。

見やすい
表示

高
年
齢
労
働
者
に
対
す
る

労
働
災
害
防
止
対
策
が
努
力
義
務
化
！

令
和
７
年
６
月
１
日
か
ら
職
場
に
お
け
る
熱

中
症
対
策
が
強
化
さ
れ
、
罰
則
付
き
で
労
働
安

全
衛
生
規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
事

業
場
に
お
い
て
①
発
症
者
の
早
期
発
見
、
早
期

対
処
に
関
す
る
体
制
整
備
や
②
対
処
手
順
の
作

成
に
つ
い
て
必
須
と
な
り
、
こ
の
２
項
目
に
関

し
て
③
関
係
者
へ
の
周
知
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
転
倒
防
止
対
策
か
ら
話
が
ず
れ
ま
し
た

が
、
転
倒
防
止
対
策
の
ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し

て
筋
力
ア
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
の
実
施
は
熱
中

症
予
防
対
策
と
し
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

筋
肉
は
体
内
に
お
い
て
水
分
を
保
有
す
る
組
織

と
い
わ
れ
、
筋
肉
は
体
の
貯
水
池
と
も
い
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
が
筋
肉
量
の
少
な
い
小
児
や
筋
肉

量
が
減
っ
て
き
た
高
齢
者
の
熱
中
症
に
な
り
や

す
い
こ
と
の
一
つ
の
原
因
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
体
内
に
筋
肉

量
を
増
や
す
こ
と
は

長
期
的
な
熱
中
症
予

防
対
策
に
も
つ
な
が

り
、
転
倒
防
止
対
策

と
、
ど
ち
ら
に
も
効

果
が
あ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
、
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
状
態
に
あ
る
か
の
判
断
を
行
う
こ
と
も
有

効
で
す
。
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
は
、
筋
肉
が
減
り
、

体
の
機
能
が
低
下
し
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
の
代
表
例
と
し
て
「
指
輪
っ
か
テ
ス

ト
」
や
「
開
眼
片
足
立
ち
テ
ス
ト
」
が
あ
り
ま
す
。

指
輪
っ
か
テ
ス
ト
は
、

ふ
く
ら
は
ぎ
の
一
番
太

い
部
分
を
両
手
の
親
指

と
人
差
し
指
で
作
っ
た

輪
っ
か
で
囲
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
輪
っ
か
と

ふ
く
ら
は
ぎ
と
の
隙
間

が
出
来
る
場
合
は
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

開
眼
片
足
立
ち
テ
ス

ト
は
、
目
を
開
け
両
手

を
腰
に
あ
て
、
片
脚
を
５
㎝
ほ
ど
上
げ
て
６
０
秒

ほ
ど
キ
ー
プ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
キ
ー
プ
で
き
る

時
間
が
１
５
秒
未

満
の
場
合
は
要
注

意
で
す
。
転
ば
な

い
よ
う
近
く
に
す

ぐ
つ
か
ま
れ
る
も

の
を
用
意
し
て
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

隙間があると
要注意！

隙間がなけれ
ばOK！

～

筋

肉

は

貯

水

池

～

資料1



　　　秋田労働局・転倒災害防止プロジェクトチーム　　　　おっとっと！

Safe! Safe!
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本来の５Sは、整理・整とん・清掃・清潔・しつけにより、職場環境改善や安全性の確保を目的として

事業場内で展開される活動ですが、転倒災害防止にも有効な５Sがあります。ご活用ください。

１．【整理】Seiri

必要な物と不要な物を分けて、不要な物を作業場所からなくすこと。物理的な整理は作業

場所が広がり余裕ができます。転倒防止対策のつまずき防止につながります。

２．【整とん】Seiton

必要な物を、必要な時に使用できるよう所定の場所に保管しましょう。紛失防止にもなる

し、探す時間もなくなります。転倒防止対策の基本！整理・整とんの実施を！

３．【清掃】Seisou

水や油でぬれた床などは、滑って転倒するリスクとなります。ぬれやすい場所の近くには

滑り止めのマットの設置や清掃用具を準備して、滑りにくい環境を整えましょう。

４．【照明】Shoumei

暗い場所だと、通路に段差や荷物が置かれていても気づかず、つまずいて転倒する可能性

があります。また、作業場所が暗いと視覚情報が弱くなり体のバランスをくずしやすく転倒

につながります。屋外通路やバックヤードなど人感センサーによる照明があるととても有効

です。

５．【ストレッチ】Stretch

転倒予防にはストレッチにより体の柔軟性を高くすることや、筋力アップにより体幹を強

化することが有効です。 関節可動域が制限されると身体の動きが悪くなり、転倒を引き起こ

す可能性が高まります。転倒してもケガをしにくい体づくりを実施しましょう。

※ 秋田労働局ホームページでは「STOP！転倒災害プロジェクト」

による転倒防止特設サイトを設置しております。過去に作成した資

料や動画等の案内もあります。ぜひチェックしてみてください。

秋田労働局「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」で検索！

URL：https://jsite.mhlw.go.jp/akita-roudoukyoku/newpage_00940.html

資料に関するお問い合わせは
秋田労働局 労働基準部 健康安全課 TEL：018-862-6683 （2025.10）
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１．事故の型別労働災害の推移（令和元年～令和６年） 

 ２．事故の型別発生件数（令和６年）        【参考：平成 16 年（20 年前）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．月別転倒災害発生状況（令和６年）  
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４．転倒の場所・事故の型別状況（令和６年） 

 

 

 

 

5．業種別転倒災害発生状況（令和６年）        

 

６．被災労働者の性別・年齢構成（令和６年） 
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← 転倒は、商業、保健衛生業の 2 業種だけで半数

（50.3%）を超える。 

↓ 被災労働者は、40 歳以上の労働者が多くを占め

ている。特に 50 歳以上の女性労働者だけで被災者

全体の半数を超える（52.8%）。 

114 

204 

↑ 屋内でつまずき転倒するものが最も多く、次いで駐車場で雪・凍結が要因で転倒するものが多くなっている。令和 6 年 1 月

及び 2 月は例年より低温の日や気温の低い日が少なかったことから「雪・凍結」による転倒災害が減少した。 

 


